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　以下に訳出したのは、2013年 11月 27日（水曜日）16時 30分から早稲田大学戸山キャンパス（33
号館第 10会議室）で開催された、フェルナンダ・アルフィエーリ氏（ブルーノ・ケスラー財団
イタリア・ドイツ研究所研究員）のイタリア語による公開講演会の原稿である。アルフィエーリ
氏は近世（ポスト・トレント公会議）イタリアの宗教社会史を専門とする気鋭の研究者であり、『配
偶者の寝室にて―トマス・サンチェス、婚姻、セクシュアリティ（16-17世紀）(Nella camera 
degli sposi: Tomás Sánchez, il matrimonio, la sessualità (XVI-XVII))』と題された主著を上梓して
いる。今回、科学研究費補助金基盤（A）「中近世キリスト教世界の多元性とグローバル・ヒストリー
への視角」［代表：甚野尚志教授（早稲田大学文学学術院）］が主催する国際シンポジウム「トレ
ント公会議と近世キリスト教世界―思想・社会・規律」の基調講演者としてアルフィエーリ氏
の招聘・来日が実現したのに合わせ、早稲田大学文学学術院の教員、院生、学部生にとどまらず、
中世から近代にわたる宗教、社会、さらには知のあり方に関心を抱く研究者を幅広く対象とする
内容の講演を依頼した。その依頼を受けアルフィエーリ氏が提示した講演テーマは、近世から近
代に移行する中で、悪霊憑依と悪霊祓い（エクソシズム）というテーマを通じて、当時のヨーロッ
パの知と思想の底流に根強く残存し続けた肉体と魂にまつわる言説を浮き彫りにする、という高
い学術的な専門性と、思想史から科学史まで多岐にわたる領域をカバーする「知の歴史」として
の間口の広さを兼ね備えた野心的なものである。このアルフィエーリ氏の講演に対するコメント
は、ルネサンス期思想史を専門とする根占献一氏（学習院女子大教授）が担当した。
問題設定
　私がこの悪霊憑依というテーマを選んだ理由はどのようなものでしょうか。私の意図は、その
性質ゆえに、確たる理解を試みてもなしえない、１つの現象を解明しようとするものではありま
せん。史料が私たちに悪霊憑依として伝えている事例が、痙攣性の発作なのか、「真の」悪霊憑
依なのかについて確かめることに、私は興味を持っていません。むしろ、実際には大半の事例に
おいて決定的な解決策がわからない問題を解決するために、当時の社会背景が提示し、管轄当局
が事件において行った、解釈や解決策を提示することに関心を持っています。私がこのテーマを
長い近代（17-19世紀）の中での医学・神学・心理学にわたる悪霊憑依
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取り上げたのは、1632年から 1640年にかけてルーダンのウルスラ会修道院で起こった有名な集
団悪霊憑依についての関連史料の編纂を、既に 1970年にミシェル・ド・セルトー（Michel De 
Certeau）が行ったことが、歴史家による研究の呼び水になったからです。この事例は何十人も
の人々が悪霊憑依されたと見なされたことで有名であり、当局の切迫した関心を引くこととなり
ました。祓魔師、医者、裁判官がその管轄について競合し、リシュリュー枢機卿自身がこの混乱
を鎮めるための長く悲惨な作業に従事しました。「悪霊」に服従した多くの女性達の生命のみな
らず、彼に敵対した者たちまでが、あらゆる種類の抑圧の対象となりました。ルーダンを含むポ
ワトゥー地域に多くのユグノーがいたことに起源を持つ、政治的かつ信仰上の理由が問題になっ
たのであり、その関係者のために、劇的な争いになったのです。ド・セルトーによると、悪霊憑
依はこれらの争いに登場することになりました。なんらかの方法でこれらの事態を生じさせ、一
時的な解決策をもたらし、均衡状態を新たに整理させたのです。事実、ド・セルトーは『ルーダ
ンの憑依 Possession de Loudun』の序論の冒頭で、「悪霊劇」とは「兆候かつ、過渡的な解決策」
であり、「それが脅かす社会の緊張関係に浸透する。突然その社会を危機的なものにし、緊張関
係自体の方策や回路も利用する」力の浮上点であると明言しており、「１つの文化の不均衡を露
にし、その変容過程を速める」ものであると続けています。
悪霊憑依と悪霊祓いについての叙述の概要
　近代ヨーロッパにおける歴史学は、史料状況の問題のために、いまだこの現象についての体系
的な見取り図を生み出してはいません。確かに、悪霊祓いについて記録した叙述は極めて稀です。
そして存在する僅かな史料の体系的な位置づけはなされていません。これは部分的には、悪霊祓
いが一種の「パフォーマンス」であり、儚く即興のものであるという理由によるものです。なぜ
ならば、悪霊憑依の管轄権は、もしこの現象がそのように認識されていたとしても、常に明確で
あるとは限らないからです。では、誰が管轄していたのでしょうか。その人物はどこに所属して
いたのでしょうか。そして、どの史料が私たちに悪霊憑依の事例を再構成させてくれるのでしょ
うか。大半の事例では、当局が悪霊祓いの観点から、いかがわしい、もしくは異端である行動に
容疑をかけた場合や、悪霊憑依の「伝染」が広まった場合に、史料が残されています。このよう
な異常事態についての嫌疑では、取り調べが行われることとなり、管轄当局が分析を行った結果、
悪霊祓いについての叙述が残されることになりました。
　一見したところ、悪霊憑依についての叙述―「事実についての報告」を目的としている―
は、述べられている時期と場所を除いて、当惑するほど反復性が存在します。悪霊憑きの場面は、
歴史的な状況からなんらかの方法で抜き取られたかのようであり、身ぶり、姿勢、台詞は、コン
テクストを除いて、ほぼ同一であるように思われます。史料で確認できる事例において、共通す
る要素を徹底的に確認したならば、多くの頻発する要素を割り出すことができるでしょう。１人
の人物（ほとんどが女性）、もしくは集団が、いくつかの「徴候（医学における「症状」を意味
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するものではない）」を示しているのです。では、どのような「徴候」なのでしょうか。悪霊に
憑依された人々は自制が効かなくなり、他の人に管理されることから逃れようとします。面会に
おいて、神を冒涜する行動をとり、宗教に関連することに嫌悪感を示します。無意識に、その人
の肉体的・知的能力ではできないようなことを彼らの体が成し遂げます（異言、人間離れした力、
千里眼）。これらの症状は全て、危機を扇動する証拠を生じさせるために、家族や宗教共同体に
よって呼ばれた、カリスマ性を持つ人物、すなわち祓魔師の同席のもとで現れたものです。彼ら
は危機を扇動しながら、悪行の真の原因を明らかにし、その人物を悪霊から解放しようとします。
祓魔師は悪霊憑依された人物のアイデンティティーを脅かす力を確認し（例えば名前を呼ぶこと
で悪霊を「懲らしめる」）、鎮め、服従させ、最終的には追いだすための、一連の作業を行います。
この作業過程の所要時間にはかなりの差がありますが、戦闘の形式をとっており、時には激しく
暴力的でもありました。これらの作業を受けるために、その人物は悪霊憑依されたとみなされる
だけでなく、解放されることも要求されました。さらに、この場面は常に、感情の密度が極めて
濃いものでした。怒り、苦悩、失望、屈辱、落胆、悲哀、嘲笑。極度の神経過敏は、その範囲は
様々であるものの常に存在し、証人となる公衆をも巻き込むものでありました。
　もし悪霊祓いの個々の事例を検討するならば、それぞれの事例の概要が、組み合わせ式かつ反
復的な構造であることに気がつくでしょう。例えば、祓魔師から対面者に向けられた質問は、期
待に応えることはめったにない返答に直面し、何十回も繰り返されました。おそらく「お前はい
つ出て行くのか」という質問は、何日も繰り返されては失敗し続けたのでしょう。
　これらの記述を読むことからは、同じことへ戻るということに不安を誘う感覚が感じられま
す。これはおそらく、部分的には悪霊祓い儀礼の本質的な性質によるものでしょう。さらに、お
そらく反復性は、繰り返し証明することを目的とすることに由来するかもしれません。―その
特徴的な要素を再び徹底的に確認したならば―事実上、悪霊祓いは常に、教会の望ましき力が
悪しき力に優越することを示すものでした。多くの場合、その証明は華々しいものでした。1625
年の司教修道士省 Congregazione dei Vescovi e dei Regolariの布告が公開での悪霊祓いを禁止し
ても、悪霊祓いは行われ続けたのです。公開での悪霊祓いの禁止は、2001年の最新の『典礼書
Rituale』でも再確認されています。（再びルーダンの「劇場」について考えると）史料の不足は、
実際にはこの規定が尊重されていなかったことを示しています。そしてこのことは、私が先述し
た問題に我々を結びつけるものでもあります。その問題とは、悪霊祓いにおける正常と異常、規
定と違反についてのものです。
正常と異常の間における悪霊祓いの多義性
　イタリアにおいて歴史学は、近代における広義の悪霊祓い儀礼の「規律」と私たちが定義する
問題について、多大な関心を払ってきました。管轄権、規定外の悪用、悪用についての懲罰の変
化、これらの手続きの変化に対応する文化的模範の変化が研究されました。根本的な問題となっ
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たのは次の点です。なにが悪霊祓い儀礼において正常であり、なにが異常なのか。なにが規定に
そっており、なにが違反であるのか。歴史学によってもたらされた答えは、近代イタリアにおけ
る悪霊祓いの儀礼の歴史は、規定よりも違反において特徴づけられるように思われるというもの
です。ほぼ恒常的に違反は存在し、行動についての例外と、規定の取り扱いについての異論は繰
り返されていました。ではなぜ、恒常的に違反行為が行われたのでしょうか。
　これらが、当局が解決に苦慮した、構造的に一種の例外案件であったことは、当初から明らか
です。キリスト教世界で行われた悪霊祓いについての史料は紀元後２世紀まで遡ることができま
す（周知のように、既にこの時期の史料には、関連するような性質を持つ、悪霊憑依からの解放
についてのいくつかのエピソードが引用されています）。しかし、唱えられる文言や行為につい
ての厳密な手続きを示した最初の典礼書は、1580年代になってようやく作成されましたが、そ
れも正式な発布ではありませんでした（カトリック世界について述べているものであり、プロテ
スタントにおいては悪霊祓いについても聖書が唯一の参照すべき法典でした）。15、16世紀は悪
霊祓いマニュアルの出版が広く行われるようになった時期であり、それらの執筆には祓魔師でも
ある作者の個人的な経験が深く関連していました。彼らは経験に基づいた知識の持ち主であり、
まさにその理由ゆえに、無数の経験実例集において、彼らの知識は潜在的に増加し得るものであ
り、かつ多様なものでした。
　もしカトリック世界において極めて著名なテキスト（例えばカンディード・ブルニョーリ
（Candido Brugnoli）の『厄祓い l’Alexikakon』やジャン＝ジョセフ・シュラン（Jean-Joseph Su-
rin）の『経験科学 La science expérimentale』）を考察するならば、大抵の場合において、悪霊祓い
が成功した事例で作者が個人的に用いた方法を集めたものであることに気がつくでしょう。一方
で、このような特徴は伝統的な医学書簡群である『医学治療集 Curationes medicinales』（ガレノ
ス以降の臨床例集）について考えさせます。他方で、告解において魂の鍛錬を行うために聴罪司
祭が作成した文書が同時代に広く流布したことについても考えさせます。この点において、事例
（opinio）に基づく蓋然的方法が勝利をおさめた時代の作者たちは、法的効力を持つ権威を獲得
しながら、容易に権威的著作の一つになることができたのです。
　1614年になってようやく、パウルス 5世の命により作成された『ローマ典礼書 Rituale roma-
num』、が参照すべき文献となりました。しかし、これが流布するようになっても、付随書簡の作
成と悪霊祓い手続きのモデルとなる他の資料の尊重が途絶えることはありませんでした。とはい
え、悪霊祓いの規定は近年においても再規定され続けています。1999年にヨハネ・パウロ 2世
が認可し 2002年に義務化された典礼書『悪霊祓いや祈祷等について De exorcismis et supplication-
ibus quibusdam』では、典礼秘跡省 Congregazione per il Culto Divino e la Disciplina dei Sacra-
mentiによる『悪霊祓い儀礼についての通達 Notificatio de ritu exorcismi』にもかかわらず、17世
紀の『ローマ典礼書（1614年）』を参照することを許可しています。これらの要素は、一方では
規則となるものの不安定さ、他方では頑なさによって特徴づけられるシステムを明示するもので
した。17世紀の『典礼書』は歴史的に特徴づけられる、神学、物理学、心理学的なエピステーメー
136
を伝達するものであり、三千年紀においてもいまだ有効であると考えられるのです。さらに、歴
史学は管轄権の複数性を指摘しています。事実、近代では司教修道士省、検邪聖省、地元の司教、
（祓魔師が修道士の一員である場合には）聖職者の長が関与していました。この管轄権の複数性は、
政治的には細かく分裂していた１つのイタリアという政治情勢と結びついており、16世紀後半
から行われてきた、悪霊祓いの実施をローマによる規律に服させようという試みを、しばしば無
効化させることとなりました。
　悪霊祓いの形態はまさに、何世紀にもわたって、合理化も管理も困難な、人間のカリスマ性と
いう側面に結びついていました。実際、『典礼書』の改訂版においても、悪霊祓いの実施に必要
な要件として、人物の資質に関連した主観的な性格が規定されています。『典礼書』は単純に、
祓魔師とは、聖職者であり、敬虔で、思慮深く、誠実で、恭順な、壮年の人物であるべきと主張
しています。したがって、手順の標準化については何も規定されておらず、最終的には、規律に
ついての儀典を比較的遵守することと、管理のために正しく当局に配属することによって、特別
な資格が生じるとされています。
　1580年から 1630年頃にかけて司教修道士省は、時間と場所（認定の所要時間、公開の有無）、
悪霊憑依者との関係といった、祓魔師の活動の法制化を目的とした、膨大な規定をまとめあげま
した。実際、多くの場合においてこの問題は、性的暴力という性質において、逸脱する危険と交
差するものでした。時には祓魔師と悪霊憑依者が肉体的にも頻繁に接触することと、悪霊憑依者
がある意味で完全にコントロールを失った状態であるということは、このような危険を極めて現
実的なものにしています。では、誰が悪霊憑依者について話したのでしょうか。誰がその身体を
動かしたのでしょうか。未確認の所業において、どこからどこまでが道徳的な責任の範疇なので
しょうか。
責任についての倫理的・法的問題
　司法当局の面前で、悪霊に憑依された者は、責任の免除という結果を得ることができました。
もし祓魔師が悪霊による抑圧の存在を立証することができたならば、憑依された者は法的責任の
軽減と、結果として刑罰の軽減をも獲得することができました。1576年に作成された有名なマ
ニュアルである、小さき兄弟会修道士ジェローラモ・メンギ（Gerolamo Menghi）作の『悪霊
祓い技術の概要 Compendio dell’arte essorcistica』は、重要な２つの事例を伝えています。「取り憑
かれた精神」を持つ１人の女性が「ある日、揺り籠で休んでいた子どもを掴み、殺害し、夫にこ
のようにして死んだと申し立てました」。この女性は死罪を免れました。なぜならば、彼女は悪
霊憑依の徴候を示しており、残りの生涯を「ほぼ完全に自身を喪失した状態」で生きたからでし
た。ボローニャの修道院の修練者であった１人の幼い少女は魔術を行ったとして告発されました。
「悪霊に取り憑かれた証拠として、120cmの高さを飛び越えた」ために、同会の修道女たちの意
見に反して、魔術についての裁判から解放されました。
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　悪霊の存在による責任免除についての議論は、行動についての判断においても提示されうるも
のでした。この判断の対象となったのは、関係する社会の秩序を乱すもの（外部の法廷で裁かれ
ました）ではなく、自らの身体の管理者としての、憑依者自身との関係における秩序を乱すもの
（このような違反は告解内における法廷で裁かれました）でした。このように、悪霊的な行動とは、
色欲の罪が生じたことの説明と、弁明の企てにおけるライトモチーフでした。通常は姿を潜めて
おり、逗留せずにさまよい、それゆえに管理ができないという本質について論じられており、そ
れは人が無防備に夢のなかで休んでいたり、弱っていたりする時の真夜中に現れるものでした。
悪霊的とみなされる、このような形をとった肉体的な誘惑は、カッシアヌス、ヨハンネス・クリ
マコスといった砂漠の師父たちの記述にまでさかのぼり、次いで、近代の禁欲的な文学において
受容されました。悪霊の誘惑の犠牲者の中には、著名な事例もあり、時には血なまぐさいことに
もなり、英雄的な抵抗の登場人物になった者もいます。聖ベネディクトゥスは悪霊の幻覚から逃
れるために、イラクサの間を転がり、擦り傷を作りながらそこを逃れました。聖フランチェスコ
は雪に埋まり、氷の中で妻と息子がいる家族に生命を与えました。パレスチナの隠修士であった
聖マルティニアヌスは、１人の女性が彼の洞窟へと訪れたために、すんでのところで罪に陥ると
ころでしたが、火に身を投じ、何ヶ月も起き上がれないほどの怪我を負いました（これらの血な
まぐさい抜粋例は、1610年のイエズス会士ピエトロ・ジュスティネッリ（Pietro Giustinelli）に
よる有名な論文『貞潔と純潔の刷新と栄光に満ちた勝利 Il rinovato et glorioso trionfo della castità e 
virginita』̀から引用したものです）。
　「聖性の偽証」、「幻覚」、「精神についての誤った指導」といった見出しのついた取り調べ書類は、
抵抗しなかった有罪の人物の責任を免除する試みにおける、肉体的な誘惑という悪霊についての
叙述の宝庫です。ヴェネツィアの宗教裁判所の文書館は、1630年代に、とある修道女マンスエー
タのところへ「『隠修士』と自らを呼ばせる髭の濃い男性」が訪れたと報告しています。彼女は
彼を「心眼で」で見たと断言していましたが、肉体的にはその度重なる訪問を経験しており、彼
の訪問の官能的な影響を明瞭に知覚することが可能でした。一方、ローマのイエズス会の文書館
は 1830年のローマの若い女性の事例を私たちに伝えています。彼女は悪霊憑依されたとみなさ
れており、彼女の祓魔師であったイエズス会士たちに、ある晩「黒い男」が彼女を訪れ、彼女に
卑猥な関係をすることを強いるという経験をしたと述べています。また、1897年にフロイトは
ヴィルヘルム・フリース宛の書簡で次のように記しています。「しかしどのようにして、哀れな
被害者に取り憑いた悪霊は、定期的に色欲行為を伴う不愉快な方法で罪をなすことができたのだ
ろうか」。
　既に述べたように、上記で言及したのは当局まで届いた事例です。その理由としては、異端説、
もしくは誤っていたり卑猥であったりする悪霊祓いの手順についての嫌疑があったからです。し
かし、これらの出来事を結びつけているのは、近代のカトリック教会において典型的な、大いな
る不安であると思われます。肉体を利用することの可能性とは、肉体の本質や感覚の使用可能度
合いとは、責任の境界とはどのようなものなのでしょうか。肉体とは、人間に「管理」が委ねら
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れたものでしたが、所有できるものではありませんでした。肉体の使用に際して人間は、私たち
が「客観性 oggettive」と定義する力に従わなければなりません。なぜならば、肉体は直接個人
の意向に沿うものではなく、神、自然、社会の意向に合致するものだからです。規律への抵抗は
どこから現れ、どのような力から生じるのでしょうか。無意識の行動とは、どこから現れるので
しょうか。この問題の原因の１つが、あらゆる蓋然性をトレント公会議によってもたらされた教
義と規律の改革に押し込んだのです。ここで、トレント公会議をテーマとする 11月 30日のシン
ポジウムで詳しく取り扱う１つの問題について、短く言及しておきます。周知のように、改革神
学は、人間の性質について根本から悲観する見方を取り入れたものでした。アダムとイヴの罪に
よって決定的に堕落したため、人間が罪を拭うことは不可能でした。秘跡によって授けられた恩
寵にも、善行による魂を救済する力にも、そして、いかなる世俗の制度による仲介にも、頼るこ
とは出来ないのです。ところが、（破門の形をとっており、完全に体系的な論述がないにもかか
わらず）トレント公会議によってまとめられた人間論は、救済の摂理における自発的な構成要素
について力説しています。1546年の教令「原罪について super peccato originali」は、1547年の教
令「義化について de iustificatione」の教理上の先例であり、一方では、あらゆる人間の性質は、
原罪や（あらゆる罪が原因となる）欲望の邪悪な要素によって、誕生した時から堕落していると
いうことを強調しています。他方では、洗礼が原罪を取り去り（そして、贖罪が「難破の後の２
つめの板 secunda tabula post naufragium」をもたらすこととなり、再び罪を犯した後の救済にお
ける２つめの可能性となる）ものの、欲望は取り去らず、あらゆる人間に根付いていると名言し
ています。人間は常に自発的な性質を保持しており、悪しきものを排除できないのです。そして、
トレントの救済の摂理（と、この主題についてのトレントの規律）においては、欲望は解放と制
御の両方について、大いなる潜在力を獲得しています。罪は欲望に屈服し、その誘惑に従うので
す。もしその誘惑に「雄々しく」抵抗するならば―教令が引用しているように、高潔さ、純潔さ、
堕落しないこととして理解される雄々しさの理想を希求しながら―、「冠」を獲得する、すな
わち勝利するでしょう。救済へと前進できるのです。欲望はこのようにして克服すべき方策とな
り、人間に生来備わった脆弱さへの挑戦になります。これは、現世の生活についての「競技会的
な」見方でもあります。欲望の悪しき影響力と、欲望に抵抗する自発性という善き力との競争な
のです。このダイナミズムでは、合意の要素である倫理的な責任が、その中心となりました。理
論的には、あらゆる行動が、心理的・法的な要素と同時にこの要素へと導かれたのです。
　善行―すなわち恩寵への接近―を評価するために、行動を構成している要素を検討するこ
とが必要とされていました。そして歴史学は、文学作品から聴罪司祭の習慣まで、カトリック世
界の出版業界への確かな影響について、注目し、分析していました。実施要領であり、体系的な
神学書（ペトルス・ロンバルドゥスの『命題集 Sententiae』への注釈から、トマス・アクィナスの『神
学大全 Summa theologiae』への補足まで）でもある『事例大全 Summae casuum』は、特別な法集
成をなすものであり、聴罪司祭が告解者の良心を裁く際の助けとなるものでした。あらゆる行動
が、考えうる限りの状況を考慮にいれながら分析されました。時間、場所、罪人の状態、罪人の
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幇助者の状態、自発的な合意の有無、合意の継続期間（行動すべてにおけるのか、それとも当初
のみなのか）、快感もしくは不快な感覚、肉体や本質の乱用（もしくは、あらゆる点で本質的か
つ生来の目的に対応しないような用い方）。「良心の勝利」の時代―典型的なカトリックの空間
である―において、人間は心理分析され、検討対象とされました。この力学は、ある種の管理
を行うために役に立つものであり、毎年の告解の義務を通じて行われるものでした。告解は、ま
すます全体主義的かつ徹底的になる傾向がありました。隠されたものであれ、あらゆる行動が自
発的な合意の要素として評価の対象となりました。欲望が浸透するのと同じだけ、調査も浸透し
なければならなかったのです。
　私の考えとしては、告解についての文章の編纂が爆発的なブームとなった際に、悪霊祓いにつ
いてのマニュアルも、ヨーロッパのカトリック世界の出版業界において、その存在感を増加させ
たというのは、偶然ではないと思います。前者が、改悛の秘跡に従いながら、容疑者を審問し判
定するための規定を集めているのに対し、後者は、悪霊祓いの儀礼を通じて、頑固な容疑者をど
のようにして規律に沿わせるかについての指示を提供するもので、秘跡ではなく「準秘跡」と呼
ばれる範囲の、超自然的な類の効果を持つ儀礼でした。悪霊憑依とは、より明瞭で、より派手で、
より恐ろしい方法で、人間の内部の不和が表出する状況でした。これは、方程式を危機にみまわ
せる出来事であり、これによって秘跡の受領は、欲望における合意の欠如と、救済の確証へと導
く善行に結び付けられたのです。そのメッセージは次のものでした。人間とは決して確かなもの
ではなく、その運命が自らの掌中にあることは決してありません。人間の中には、（多くの場合
において、とりわけ敬虔かつ聖性への道程に注力していた、悪霊によって虐げられた人物ではな
く）最も徳の高い人物においても、部分的には、管理のための徳の高い訓練にも譲らない部分が
存在します。善行というシステムに対する抵抗は、―悪霊憑依された身体において―最も不
快な形で提示されます。卑猥な姿勢、粘着物の放出、腫れ、いらだたしくさせる声、これら全て
が節度についてのあらゆる理想をひっくり返そうとするのです。
　少し前に私は、近代における悪霊祓いと告解の規律についてのシステムを結びつける、トレン
ト公会議以降の人間観に言及しようとしました。さて、歴史学は、悪霊祓いの著作が多数生み出
された数十年間において、魔女についての論考も前例がないほど増加したことを、的確に示して
います。この時期に検邪聖省が魔法や魔術についての自らの権限を公認したのは偶然ではないの
です。私は、1586年のシクストゥス 5世の教書「天と地 Coeli et terrae」と 1623年のグレゴリウ
ス 15世の教書「全能の神 Omnipotentis Dei」が取り調べの管轄権の独占を再確認するものであっ
たことを記憶しています。また、この時期（1625-1634年）に、公認手続きのために教皇庁裁判
所で従うべき手順が決定されたことも、偶然ではないでしょう。必然的な神学、法学、法医学的
省察によって形作られた手順は、特別な出来事の真の性質を証明することを必要とするものでし
た。それらの出来事とは、カリスマ的な人物の中に現れるもので、緊張状態や恍惚状態における
超人的な苦悩でもありました。周知のように、このような特別な現象は悪しき聖霊（悪霊）によっ
ても、善き聖霊（天使、聖人、聖母マリア、神自身）によってももたらされうるものでした。両
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方の事例が、聖なる者もしくは悪霊に虐げられた者の魂に関係する、見えないものへの理解と実
体のない実体を扱ったものであり、それらの真の性質を明らかにするためには、管轄当局による
判断技術が必要とされていました。　
エピステーメーの共有：医学、倫理神学、悪霊学
　聖性と悪霊憑依の境界は僅かなものであり、ここ 20年の研究がその脆弱さを指摘し忘れるこ
とはありませんでした。実際、今日の私たちにとって脆弱であると思われるのが、エピステーメー
の共有についてです。悪霊憑依、魔術、聖性に共通しているものはなんでしょうか。これらの現
実の解釈が、既に告解の制度が想起させたものと共有しているものはなんでしょうか。これらは、
生物学的かつ心理学的に同じイメージを共有しており、―近代末期の専門科学の整理に先行し
て―「人生論」や「霊魂論」という表現は、本来の意味で用いられています。ここで再び、11
月 30日のトレント公会議についての私の報告で扱う１つの問題に触れたいと思います。17世紀
の最後の四半世紀において、スコラ学、トマス主義、そして大学やドミニコ会、イエズス会にお
いて作成された注釈書を介したアリストテレスの哲学は、カトリック神学の規定理論であるだけ
でなく、エピステーメーの基礎でもありました。そしてこの点が、ガレノスの哲学の要素と結び
つきながら、機械論前派の医学の知識が独自の権威体系を作ることになったのです。古典古代を
母型とする、このエピステーメーでは、人間とは「人間の複合体 compositum humanum」もしく
は魂と肉体の結合物でした。存在論的には別であるものの、魂と肉体は機能性において連関して
いました。肉体は魂にとって知識を得るために必要なものであり、また、世俗の世界を経て神の
もとへ帰還するという人間の運命の実現にも必要とされていました。魂も肉体にとって必要なも
ので、アリストテレス的な意味における「形相 forma」であり、生命力や活力をもたらすもので
した。魂には、生長、感覚、理性という３つの機能があります。これら３つの機能は、肉体的、
生理学的な力とともに、肉体に直接作用します。生長機能は肝臓に所在します。受胎の時から胎
児の形成に影響を及ぼし、成人の肉体保持においても活躍します。感覚と理性の機能は、心臓、
前胸部もしくは現在の解剖学が心膜と呼ぶ場所、すなわち心臓の周囲をとりまく内臓や臓器に、
実質的に所在していました。知覚はどのようにおこなわれるのでしょうか。私は、視覚と触覚
を区別しておきたいと思います。視覚は目を介して対象の「性質 specie」、すなわち１つの対象
から香気のように発散される微小な表象（香気の力とは、与えられた本質から香りのように発散
される力と類似しています）を受像することにより行われます。このような「物事の性質 specie 
delle cose」は前胸部に入り込み、「共通感覚」と呼ばれる箇所の内部において、その性質を判別
されます。デカルト以降の医学によって脳に所在を移されることとなるこの機能は、全ての人間
に共通のものであり、一種の共通記号を介して感覚についてのデータを解読することを可能にす
るものでした。視覚によって知覚された対象を記憶に残すために、「物事の性質」は自らの痕跡
を（蝋に痕跡を残した印章のように）心臓の内部に位置する「精気 spiriti vitali」と呼ばれるも
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のに残さなければなりませんでした。「精気」は流体と気体の中間に位置する物体で、実際には
魂と肉体を繋ぐために多くの役割を果たしていました。また、生きるための情熱を生み出すこと
と、快感と不快感の起爆点についても管轄していました。１つの対象が善のような感覚を提示し
たならば、精気は「感動」を生じさせながら、興奮し、広がるのです。喜ばせるものを受け取る
ために、感覚機能 facultas sensificaは、好ましき対象を抱きしめたいかのように拡大します。こ
のように感覚活動 vita sensibileとは、浸透、開放、熱の放出が絶え間なく続く活動であり、内部
と外部、物質的な物体と非物質的な物体の接触は持続的なものでした。このことは、更に触覚に
おいて顕著でした。触覚では、物体との接触によって肉体の表面が変化することとなり、したがっ
て、ある意味では主体が変質し、その物体自体になったのです。
　人間の内部が外部へと開かれたこのシステムでは、継続的な刺激を受けながら、逆方向に作用
することも可能でした。すなわち、内部のなにかが外部へと放出されることも可能だったのです。
例えば恍惚状態という現象の場合には、霊的な認識についての神学は―医学と対立することな
く―、魂の機能の一部が身体を離れたものであると説明します。肉体から外に出た魂の機能は、
感覚では感知できないものの、知性では掴むことができる、霊的な知能との接触をはじめます。
これは、霊的な法悦という特別な状況であり、聖性の立証を試みることができました。また、医
師による診断が可能で通常の治療も可能な、ありふれた失神の場合にも、医学的な説明が霊的な
影響を除外することはできませんでした。キリストへの愛のような強い情愛は、全ての精気を、
頭と四肢に不足させながら、心臓に向かわせることが可能だったのです。この診断は、1628年
のウィリアム・ハーヴェイによる血液循環説の発見以前には、医学のエピステーメーにおいて納
得できるものとされていました。古のガレノスの理論では、生命は心臓に端を発する全身の血液
の力と精気の力によって保たれており、心臓は血液と精神を肉体に送り、それらを波動のような
動きで引き戻すポンプとして作用していました。
　この理論は、ある肉体についての精神観の基礎になっており、それは人間にとって危険な性的
敏感さの原因になるものでした。性的敏感さという危険は、一方では、全身に散らばった精気が、
どこにおいても、快楽（voluptas：性的快感に与えられた特別な名称）を生じさせることができ
たということによって引き起こされました。他方では、精気の活動が血液を温め、この発熱が生
殖のための精液を作り出すということによって引き起こされました。これら全てが、それゆえ厳
格な規定を必要としながら、生命体の困窮をもたらしたのです。告解のための手引き、修徳神学
の説明書、良心の問題についての選集（この文学の一分野については少し後に述べます）は、16
世紀、17世紀にわたって、感覚の倫理的使用についての厳密な規定を生み出すことになりました。
　本報告の主題に戻ると、悪霊憑依はこのような理論の中で合理的に説明できるものでした。そ
の極度の敏感さによって、人間は、「物事の性質」の感知と同様に、天使的な英知と悪霊的な英
知によってもたらされる不可視の存在のイメージをも感知するように仕向けられました。精気は、
敏感な人間に、外部世界の感知と同様に、悪霊的な力の闖入ももたらしたのです。両方の仮説が、
可能なものであるとして受容されました。しかし、もしエピステーメーの共有が、現在の私たち
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の視点では、逆に不合理な類のものであると思われる現象を、合理的で妥当であるとするならば、
これは解釈の多義性と矛盾を生じさせるものでありました。既に列挙したことに加えて、近世の
悪霊憑依で頻出する特徴には、しばしば現象についての２つの解釈が存在しました。悪霊憑依さ
れた者が祓魔師の助力を得て「治療された」ものと、ヒステリーが医者の助力によって治療され
たものです。（後述のように、時には祓魔師が両方の選択肢を受け持ち、両方を兼ねた治療法を
採用することもありました）周知のことですが、古代の医学では、健康は肉体に存在する体液の
均衡状態として理解されていました。とある体液が過剰になった時に、病が生じました。女性の
病気についても、この理論で解釈されていました。ヒポクラテス以降の婦人科症例集において頻
出する病気が、「子宮の窒息 praefocatio matricis」です。これは、経血の排出不足と女性の生殖機
能によって引き起こされるもので、前者の定期的な排出は、生殖と健康維持という生命活動にお
ける二重の意義を持っていました。もし長時間溜め込みすぎると、体液は体内を上昇し、子宮を
圧迫するまで堆積し、患者を窒息させながら、肺を押しつぶすのです。液体が不可視の気体に変
化することもあり、それは肉体のどの部分にも達するほど、すばやく広がるものでした。もし有
害な精気が心臓に達したならば、呼吸は気絶するまでに遅くなり、意識不明を引き起こします。
もし脊髄へと移動したならば、そこに繋がっている全ての部分が痙攣を起こすことになります。
もし上昇して脳に到達したならば（子宮は脊柱管によって脳と繋がっており）、あらゆる生命機
能が停止することとなり、その女性が今なお生きているのかを確認するのが非常に困難になりま
す。これらの症状は、「子宮の窒息」だけでなく、「悪霊憑依」においても典型的な症例でした。
経験主義における証拠では曖昧なものの、彼女たちがやつれ果てた結果から実証される、不可視
な物体の活動を認識するシステムによって、両方の診断は容易に是認されました。
　医学においてこのような見方は、その作用の所在を正確な器官、すなわち脳に特定する、神経
系統についての見解が徐々に評価されていく中で、後退することになりました。脳は、解剖学的
に分類可能であり、解剖を行う者がその部分を視認することもできました。（一般的には、オッ
クスフォードの医学者トーマス・ウィリスがこの見方の創始者であるとされています）肉体 res 
extensaから精神 res cogitansを区分し、肉体から理性に基づく経験を区分する、デカルト的な見
解の医学への導入は、それゆえに、肉体と精神の間、自然と超自然の間における相互作用の可能
性を、苦しみながらも受け入れさせることとなりました。
　新たな説は、18世紀後半に多くの意見表明を獲得しながら、イタリアにおいても受け入れら
れました。フィレンツェの精神病院の医長であった、医師ヴィンチェンツォ・キアルージ（Vin-
cenzo Chiarugi）は、「悪霊憑依」についての医学的な診断を行った最初の人物であり、あらゆ
る形式の超自然的な出来事の偶然性を排除しました。キアルージは「悪霊憑依」の「病状」を鬱
病と分類しました。では、どのように説明をしたのでしょうか。いまや神経系統に位置するもの
とされる「共通感覚」が、感覚器官からとある印象を受け取ると、想像力がそれを自らのものと
し、印象を魂に提示します。脳に位置する魂は、非物質的な存在で、人間と現実との相互作用を
管轄するものでした。鬱病の症状は、想像力が機能不全となり、膨大な苦悩を引き起こしながら、
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魂に同じ印象を無限に提示し続ける時に生じます。これは、「共通感覚」における器官不全、ま
たは脳機能障害、もしくは神経系統の伝達障害に原因があるもので、これらの内部では「神経液」
と呼ばれる物質が流れていました。
　キアルージの説は、医学におけるガレノス医学の体液説の完全な放棄や、痙攣の解釈における
悪霊説の没落、これらの完全なる医学化を意味するものではなかったのです。
 
教会の管理政策
　教会当局も、17世紀の最後の四半世紀以降は新たな説に敏感になっていました。超自然的な
事例における「懐疑派」の見方の受諾は、部分的には、熱狂や霊的な事柄の管理技術に対する教
会当局の不信感の増加によって引き起こされたものであり、それは、聴罪司祭／神父・霊的なも
の／祓魔師という病的な関係、及びその目的へと容易に流れ込んだ、神秘主義の経験における想
像や肉欲といった構成要素を挑発していたものでもありました。（既に研究が行われている、静
寂主義の断罪が想起されます）16世紀末から 17世紀前半にかけての数十年のイタリアに限定す
るならば、世間を騒がせた事例は多様で劇的なものでした。ヴェネツィアのサンタ・クローチェ
修道院（1575年）。ベルガモのサンタ・グラータ修道院における集団悪霊憑依（1577-1625年）。
アスティ（1618年）。レッジョ・エミリアの修道院における集団悪霊憑依（1625年）。カルピの
別の集団悪霊憑依（1630-39年）。
　けれども、宗教当局による合理化された新たな感覚の採用の奨励には、政治的な要素、率直
に言うと「ローマ」の要素が存在していました。まず、17世紀の最後の四半世紀における教皇
庁内部での、反寛解主義派であり、―「バロック式」かつ肉感的な精神性の最後の支持者であ
り、もはや衰退していたスコラ学の代弁者でもある―イエズス会に敵対する派閥による重圧が
ありました。特に、同時代の他のヨーロッパの君主制と同様に、絶対主義の性質の強調と善政へ
の医学の積極的な導入の両立を目的としていた、教皇クレメンス 11世の政策が決定打となりま
した。統治されている人々の関心を得るための、組織と活動の合理化において、教皇は公衆衛生
に特別な注意を払っていました。既に 17世紀後半の改革を被った、教皇医局長 protomedicato 
pontificio（政治的な役割も担う、医学の規制を司る長官）と医師会 Collegio medico（この職種
への就業を管理していた）は、このようにして権限を強化されたのです。最終的に、医学は教皇
庁に導入されることになりました。この導入の時期は、ローマにとって極めて劇的な時代でした。
17世紀末から 18世紀初めにかけて、教皇領は連続した突然死の舞台となりました。黙示録的な
不安と公共の混乱を引き起こしながら、伝染病の一種が住民を恐れおののかせたのです。この緊
急事態に対応し、教皇に威信をもたらすであろう統治への輝く刻印を、ヨーロッパの列強の目に
焼き付けるために、クレメンス 11世は医師団に数多くの突然死の原因を特定し、予防のための
保健衛生的な解決策を示すという任務を委ねました。この新たな事業で主な手段となったのが、
解剖学でした。医学において解剖学は、肉体に刻まれた真実を明らかにすることができる、理性
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と経験に基づく近代科学であることが求められていました。
　この観点では、肉体は、機械、様々な相と機能によって組織される総体として理解されるもの
でした。その機能を説明するために、もはや斜陽になっていた古典的な医学の鍵となる概念は不
要になっていました。体液、精神、性質、精力、機能。生長、感覚、知性と３つの機能に分割さ
れた脳のための場所はありませんでした。生命の熱についての理論的な原理はないものの、生物
の構造における固体の部分と液体の混交が組み合わさったものとされており、その恒常的な活動
は、経験主義的かつ合理的に認識される力学によって秩序立てられているとされていました。こ
の医学的な見解に基づいて、ハーヴェイの血液循環説が発見されました。さらに、線維の構造に
適用されたガリレオの原子論は、筋肉の動きとは収縮と屈曲という２つの動きが交互に行われる
ことで生じるという解釈を認めていました。この新たな医学の理論では、肉体が超自然的な力に
よって襲われうるという可能性について想像するのは困難でした。
規律の再興
　悪霊憑依の解釈と管理について、これはどのような影響を与えたのでしょうか。悪霊憑依が消
滅することはなく、悪霊学が衰退することもなかったのは明らかでした。しかし、間接的とは
いえ、影響は存在しました。上述のように、18世紀初頭には、合理的な医学が教皇庁で政治的
な権威を獲得しました。1705年から 1710年にかけて、検邪聖省が初めて、祓魔師の慣習に関す
る文献の組織的な検閲という介入を行ったのは、偶然ではないのです。16世紀末以降に悪霊祓
いのマニュアルとしてベストセラーになった、ドミニコ会士ジェローラモ・メンギ（Gerolamo 
Menghi）による有名な『悪霊の鞭 Flagellum daemonum』や、同様に人気を博したザッカリア・
ヴィスコンティ（Zaccaria Visconti）による『悪霊祓い技術についての補遺 Complementum artis 
exorcisticae』は禁書目録に入れられました。検閲官の目には、憂鬱な気性（ガレノスの考えでは
「流体」にあたる体液）が悪霊の侵入の媒介物となり、そのために祓魔師による超自然的ではな
い対抗策の行使によって悪霊を追い出すことが可能であるという理論は受け入れがたいものでし
た。検閲官たちにとって、超自然的な現象についての自然科学的な説明（悪霊は霊的な存在であ
り、生理学的なものではない！）も、医師の役割と祓魔師の役割を混同することも好ましくあり
ませんでした。しかし、祓魔師は 1614年に発布されたローマの『典礼書』に従わなければならず、
そこでは（祓魔師ではなく）医師に、狭義の意味での肉体の治療的側面に従事する役割が委ねら
れていました。出版され続けていた悪霊祓いマニュアルに対する検閲活動は、1720年代と 1760
年代にも行われました。
　祓魔師についての教会の規律は、権限の分割と、成文化された儀礼手続きの定着へと進んでい
きました。しかし実のところ、悪霊祓いは、教会の実験的な実践行為であり続け、また、そのパ
フォーマンスとしての性質において、ある種「無秩序」であり続けました。遅い時期に行われ
た悪霊祓いの例としては、1870年代にさかのぼるものがあります。イエズス会士であり、パリ
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司教区の祓魔師であった、マクシミリアン・ドゥ・アザ（Maximilien de Haza, 1831-1909）は、
1876年から 1878年にかけて、少女デジレー・ルジューヌ（Desirée Lejeune）に対して 60回の
悪霊祓いを行いました。アザ自身によって報告された記述では、1614年の『典礼書』について
の言及は１つもありません。彼は、次の行為を行いました。告解における悪霊祓い、遠距離での
悪霊祓い、憑依された者に大掛かりな悪霊祓いを行うかどうかを決めるための肉体の一部に対す
る悪霊祓い。大掛かりな悪霊祓いは、医学における専門分野のように、精神病の発作が頻発する
時期の精神病患者を支える女子修道院であった「黙想の女性」院 L’istituto delle « Dames de la 
Retraite» で行われました。アザがデジレーの悪霊祓いをしていた時期である 1878年に、有名な
ジャン・マルタン・シャルコー（Jean Martin Charcot：フロイトは彼のもとで修行をした）はサ
ルペトリエール催眠を用いていました。アザの悪霊祓いは、明らかに催眠術と似通ったものでし
た。アザの言葉と行動はデジレーの意識喪失を引き起こし、時折、彼女が意識を取り戻すのが困
難なこともありました。遠距離での悪霊祓いは、たとえデジレーが事前に知らされていなくとも、
彼女に影響を及ぼしました。日々更新される医学の基礎知識は、悪霊憑依の分野にも進出してき
ました。例えば、デジレーは外科手術の最中に興奮した「クロロホルムをかいだ者」のようであ
るとか（クロロホルムは 1830年代に導入されました）、「神経衰弱した者」（神経衰弱は 1860年
代末に導入されました）のようであると、アザは報告しています。医学は、事件の悪霊学的な解
釈に、完全に取って代わることはなく、同時に存在していたのです。
　この最後の例は、これらの叙述において看過されてきた特徴を裏付けており、さらなる歴史研
究を促すものなのです。
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